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一般社団法人秋田県産業廃棄物協会

会長 山岡 緑三郎 様

秋田県生活環境部長

（ 公 印 省 略 ）

９月１日以降の新型コロナウイルス感染症対策の周知について（依頼）

本県の廃棄物行政の推進については、日頃から御協力賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、新型コロナウイルス感染症対策の実施については、これまでもお願いしてきた

ところですが、首都圏などで感染が未だ収束していないことを踏まえ、別添のとおり、

改めてお願いをすることとしました。

廃棄物処理は、国民生活を維持し経済を支える必要不可欠な社会インフラであること

から、新型コロナウイルスの感染拡大防止及び廃棄物事業の安定的な継続のため、今後

も基本的な感染対策を実施するよう、貴会員に対し十分に周知してくださるようお願い

します。

＜添付資料＞

・新型コロナウイルス感染症対策について

（令和２年８月３１日秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部）

【担当】
秋田県生活環境部
環境整備課廃棄物対策班

電 話：018-860-1624
F A X ：018-860-3835
E-mail：recycle@pref.akita.lg.jp



新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
感 染 症 対 策 に つ い て

令和２年８月３１日

秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部



■感染拡大防止に向けたお願い

   
 １ 開始期間

    令和２年９月１日（火）から

 ２ 対象区域

    秋田県全域

 ３ 内容

 （１）県外との往来

   ○ 首都圏など感染拡大が進んでいる地域との往来は、真にやむを得ない場合を除き、
    当面控えていただくよう、強くお願いします。その他の地域は、訪問先の感染状況
    に注意しながら都道府県をまたぐ移動を行っても差し支えありませんが、観光地に
    おいては人と人との間隔を確保するようお願いします。

   ○ また、訪問した場合は、夜の繁華街における接待を伴う飲食店や、例えば「換気
    の悪い密閉空間」「多数が集まる密集場所」「間近で会話する密接場面」の３条件
    が重なる「三密」の場での会食は避けるなど、最大限の注意をお願いします。

         ○ 引き続き「マスクの着用」や「手洗い」などの基本的な感染対策を徹底するとと
    もに、国が提供している「接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）」の活用をお願いします。
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■感染拡大防止に向けたお願い
     
   ○ 帰県した後、体調に異常を感じたときは「あきた帰国者・接触者相談センター」
    に速やかに相談するほか、周辺の方々との接触には十分留意するとともに、例えば、
    ２週間の行動歴を記録するなど感染拡大リスクを最小限にするための取組をお願い
    します。
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＜外出自粛の段階的緩和＞



■感染拡大防止に向けたお願い

   
 （２）イベント・行事等の開催

   ○ イベント・行事等については、感染防止策を講じた上で次により段階的に開催する
    ようお願いします。
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＜感染防止策＞
・発熱や感冒症状がある者の出演・参加の自粛、入退場時の制限や誘導、待合場所等における密集の回避、手指の消毒、マスクの着用、  
 室内の換気、出演者の発声等を伴うイベントにあっては客席との十分な距離の確保、声援に係る感染防止策等が業種別ガイドライン
 に沿って実施されていること。
・イベントの前後や休憩時間などにおいて、「三密」となる環境を避けるとともに交流等を極力控えること。
・「秋田県版新型コロナ安心システム」の活用や、同意を得た上で参加者の名簿を作成するなど連絡先の把握を行うほか、ＣＯＣＯＡ 
 の活用を促すこと。
・全国的な人の移動を伴うイベント又は参加者が1,000人を超えるイベントの開催については、主催者は県に事前相談すること。
 詳しくは県ＨＰのサイト内検索でコンテンツ番号「51207」を検索

＜イベント等開催の段階的緩和＞



■感染拡大防止に向けたお願い

 （３）基本的な感染対策の実施

   ○ 今後、早期診断や治療法の確立、効果的なワクチンの開発等が実現するまでは、
    長丁場で感染の拡大防止と社会経済活動の両立を図っていく必要があります。
     県民及び事業者の皆様には、感染のまん延を未然に防ぐため、「人と人との距離
    の確保」「マスクの着用」「手洗い」をはじめとした基本的な感染対策に加え、
    「人との接触を８割減らす、１０のポイント」や、政府が推奨する「新しい生活様
    式」を参照の上、引き続き適切な感染防止策に取り組みながら生活を送るようお願
    いします。

   ○ 発熱やかぜ症状など体調に異常を感じた際は、無理に出勤や登校せず、「あきた
    帰国者・接触者相談センター」に速やかに相談されるようお願いします。

 （４）「密閉」「密集」「密接」の「三密」を避ける
 
   ○ 集団感染の原因となり得る「換気の悪い密閉空間」「多数が集まる密集場所」
    「間近で会話する密接場面」の３条件が重なる場を避けていただくようお願いしま
    す。    
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※ これまで、繁華街の接待を伴う飲食店やライブハウス、スポーツジム等においてはク
 ラスターが発生していること、不特定多数での会食やカラオケを行うこと、大声を出す

行動（飲食店等で大声で話す、スポーツ観戦等で大声を出す）などにはリスクが存在す
ることに留意



■感染拡大防止に向けたお願い

   
 （５）各施設における感染防止策の実施

   ○ 各施設管理者の皆様においては、【別紙】施設に応じた感染拡大を予防するため
    の工夫例を参照の上、「入場者の制限や誘導」「手洗いの徹底や手指の消毒設備の
    設置」「マスクの着用」等を行うことを含め、「三密」を避けること、室内の換気
    や人と人との距離を適切にとることなど、基本的な感染防止策の徹底を図りながら
    事業活動を行うようお願いします。

   ○ 従業員の働き方について、在宅勤務（テレワーク）、時差出勤など人との接触を
    低減する取組をお願いします。

   ○ また、各業界団体が作成する業種ごとの感染拡大予防ガイドラインに沿った取組
    の徹底をお願いします（内閣官房【https://corona.go.jp /】：新型コロナウイル

ス
    感染症対策「業種ごとの感染拡大予防ガイドライン一覧」を参照）。

   ○ 施設やイベント会場の利用者等が感染した場合などにＬＩＮＥでお知らせする
    「秋田県版新型コロナ安心システム」の導入をお願いします。

 （６）感染拡大の傾向が見られる場合の措置の実施

   ○ 感染拡大の傾向が見られる場合は、「感染警戒レベル」を踏まえ、外出自粛要請
    やイベント開催の中止又は延期要請、施設の使用制限など必要な対策を速やかに講
    じるものとします。
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従業員や出入業者の衛生対策（発熱・かぜ症状時の適切な対応）、三密対策、休憩や食事の分散
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【別紙】施設に応じた感染拡大を予防するための工夫例

ー


